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【はじめに】 
近年，航空安全や環境計測の観点から，風速や風向の変化を遠隔計測するニーズが高まっている．

全光ファイバ型コヒーレントドップラーライダ(CDL : Coherent Doppler LIDAR)は単一周波数のレーザ
パルス光を空間照射し，風と同速度で移動するエアロゾルをトレーサーとして，その散乱光のドップ
ラシフトから風速を計測する装置であり，アイセーフ，小型，高信頼のシステムを実現できる利点が
ある[1]．現在，さらなる小型化に向け半導体光増幅器(SOA : Semiconductor Optical Amplifier)を用いた構
成について検討を行っている．SOA は小型，集積化，ゲイン増強機能といった利点があるものの，直
接変調した際に屈折率の変動に伴い周波数チャープが発生する課題がある[2]．この周波数チャープは風
計測において無視できない影響を与える[3]． 
ここでは，パルス ON 期間に鋸波状の位相変調を加えるパルスセロダイン変調法を用いて周波数チ

ャープ補償を実証した結果について報告する．  
【提案方式】 
パルスセロダイン変調法では，光位相変調器に

パルス化された鋸波の変調信号を印加する．位相
変化量( φd )と周波数( f∆ )は dtdf φ=∆ の関係が
成り立つため，鋸波変調信号の変調幅を 2p，周
期をΤm とすると，変調後の光電場( ( )tES )は次式
で表される．ここで，A は光電場振幅，f0はレー
ザー光周波数，fchirp は SOA による周波数チャー
プを表す． 

( ) ( )( )[ ]ttfTfiAtE chirpmS ++= 12exp 0p  
上式より，SOA によるパルス内周波数チャープ
の逆特性の鋸波周期( ( )tfT chirpm −=1 )を印加する
ことで，周波数チャープを補償する．  
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Fig. 1 Scematic diagram of experimental setup 

 
【原理実証実験】 
実証実験系を Fig. 1 に示す．基準光源出力光を

信号光路，局発光路に 2 分岐する．信号光路では
位相変調器(PM)，SOA，光ファイバ増幅器(EDFA)，
サーキュレータを介して送信光として出力し，光
アッテネータで減衰後，遅延ファイバ端の端面反
射光を CDL の受信光として模擬する．遅延ファ
イバ端での反射光をサーキュレータにて送信光
路と分離，局発光と合波後ヘテロダイン検波する．
ここで，位相変調器には鋸波の変調信号を印加し，
SOA にはパルス信号を変調信号として印加する．
ヘテロダイン検波信号をオシロスコープ(DSO)
にて取得し，パルス内の周波数チャープ量を評価
した．測定結果を Fig. 2 に示す．図より補償前±
20[MHz]の周波数チャープが 0.4[MHz]以下に補
償されることを確認した． 
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(b)： pulse output with correction

(a)： pulse output without correction

 
Fig. 2 The heterodyne signals between local and 

back- reflected light  
【まとめ】 
CDL 送信光源への SOA の適用に向け，SOA のパルス駆動に起因する周波数チャープ補償方式とし

て，パルスセロダイン変調法を提案した．提案手法によりパルス内に生じた周波数チャープ±20 [MHz]
を 0.4 [MHz]まで補償できる効果を実験的に確認した．  
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